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第 3回ワークショップは 2015年 1月 23日に行われ、その大きな目的は、それ
以前に企画し実施してきた 2 回のワークショップを踏まえて、大学に対して、学
生たち自身が実感している学内のジェンダーの課題、どのような大学で学びたい
か、大学でなにを学びたいか、を「発信する」ということであった。 
当日は、参加者を 5～6人の少人数グループに分けて、グループディスカッショ
ンを行い、第一回や二回で提起された問題点を下敷きとして、学内での課題を話 
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し合った。その後、模造紙やふせんなどを使用して、ジェンダーやセクシュアル・
マイノリティの視点からどのようなことが求められるかについて、話し合った。
各グループの話し合いの中でまとめられたプロジェクトは、自由に模造紙にまと
めて発表することで、全体の共有をはかった。共有に際して、プロジェクトの①
テーマや名称、②問題提起、③解決方法など最低限のフォーマットを整えること
は求めたが、時間が限られた中で行うこともあり、内容を具体的に突き詰めるこ
とは求めないものとした。自由闊達な議論を通して、新しいアイディアを生み出
し共有することに力点を置いたためである。 
こうした話し合いをもとに、以下の 3つの提案がなされた。 
 
・「ジェンダー系の話題の話しにくさ」 
ジェンダーをめぐる話題を日常の中で話しにくいことが問題として共有され、
その改善策として大学の教職課程へのジェンダーに関する知識の盛り込み、小中
高の教員の研修、大学における LGBT支援センターの設置等が挙げられた。 
 
・「制度への提案／つながりの場をつくる／ジェンダー・リテラシー」 
様々なジェンダーに関わる問題の解決には、①制度自体の改善、②各人が問題
意識を共有する場が必要である、③あらゆる学問分野での正しい理解にジェンダ
ーの知識が必要であること、この 3 点が重要であると話し合われ、教職員研修や
キャンパスランチ、大学一年次のジェンダーに関する講義の必修化等の提案がで
た。 
 
・「新しい“学び舎”をつくる！」 
学内における多くの問題が挙げられ、現状としてハードの面、ソフトの面共に、
安心した学びの環境が整えられていないという課題が話し合われた。こうした課
題の改善のためには、公開講義、中高生たちの協働プロジェクト、グループによ
るアート作品づくりといったユニークな提案がなされた。 
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おわりに―今後の展望― 
三回のワークショップは決して大規模なものはいえないが、30人程度の規模で、
参加者同士の距離が近く、深く、質の高い話し合いをおこなうことができた。ワ
ークショップを通して、ジェンダーや性が、私たちの生活に直結する極めて近い
領域であり、日頃、ジェンダーや性に対しての「これっておかしいよね？」とい
う経験をもち、考えを巡らせてはいるが、それを言語化できる場が少ないという
ことを強く感じた。本ワークショップは、学生が主体的にジェンダーに関する話
題を言語化し、語り、共有し、問題を可視化する場を創造することの発端になっ
たように思われる。一過性のイベントに終わらせるのでなく、毎年継続しておこ
ない、さらには他の学生団体や関係機関等との連携を図ることにより、議論を深
化させ、この場を学生によるジェンダーの知の発信の拠点にしていけると確信し
ている。 
なお、このワークショップの詳細は報告書にまとめられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
